
情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

 1 
 

感情分析を用いた口コミの NG ワード検知システムの開発 
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概要：インターネット上の口コミを NGワードの検知により分類する際,単語の単純検索では投稿者の意図しない使わ
れ方をしているものまで対象になってしまう場合がある.本研究は感情分析と形態素解析を用いてより正確に分類す
ることを目的とする.  
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1. 緒  言 

1.1 研究の背景 
	 昨今、SNSや口コミサイトでの利用者数は増加の一途を

辿っている。日本国内における SNS の利用者数は,2012 年

度の 4,965万人から 2017年は 7,204万人と大きく増加して

いる.また,ネット利用人口に対する SNS 利用率も 2012 年

から 2017年まで約 20％上昇しており,多くの人がインター

ネット上の情報に触れることができる時代となった[1]. 

	 その中,インターネット人口が増加したことによって悪

質な書き込みも増加している.従来は目視で口コミを確認

していたが,増加する一方の口コミをすべて確認するのは

非常に時間がかかる.よって,自然言語処理を用いた口コミ

の自動分類の需要が高まっている．	

1.2 NG ワード検知とは 
	 NG ワード検知とは,あらかじめ禁止語句を NG ワードと

して登録し,口コミ文中にその単語が現れたらそれを検知

する方法である.この方法はほとんどの投稿サイトの運営

会社で採用されている.しかし,NGワードのリスト・検索条

件共に無関係の研究者が手に入れることは難しい.またそ

れに伴って関係論文も少ないのが現状である. 

1.3 従来のシステム 
	 本論文では,口コミサイトの「栃ナビ！」を運営するヤマ

ゼンコミュニケイションズ（株）との共同研究の一環とし

て行なった.今まで使われていた NG ワード検知方法は,文

中に NG ワードがそのまま含まれているかのみを判別する

ものだった.しかしこの方法では,投稿者が意図していない

使い方をしているものも含まれてしまうことがある.例え

ば「無料」という意味の「ただ」（名詞）という単語が NG

ワードに含まれている.従来は「いただきます」などの関係
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ない単語に含まれているものも検知してしまい,検知精度

を大きく下げていた.また,接続詞の「ただ」は想定されてい

ないため,こちらが含まれていた口コミも検知されていた. 

1.4 感情分析a 
	 口コミからNGワードを検知するにあたり,投稿者が意図

的に NG ワードを使用する際にポジティブな内容で使われ

ることは少ないのではないかと予想した.そこで今回の実

験では NG ワード検知の手法に感情分析を取り入れること

にした.これにより,NG ワードを含んだ口コミの中でも悪

意を持たないものを検知対象から外し,検知確率を向上さ

せることを目的とする. 

	

2. 実験方法 

	 本実験では,形態素解析を用いることによって,意図しな

い単語の使われ方をされている口コミを検知することを目

的とする.また口コミに含まれる感情との関係についても

実験を行なった. 

	 使用データの概要を表１に示す.テストデータについて

は,NG ワードがそのまま含まれている口コミをさらに目視

で判断することによって作成した. 

	

表 1	 使用したデータの概要 

	 引用元	 個数	

口コミデータ	 楽天データセット（楽天市

場、みんなのレビュー）	

1000件	

テストデータ	 上記の口コミから目視で

判定	

1000件	

NGワード	 ヤマゼンコミュニケイシ

ョンズ（株）からの提供	

101語	
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2.1 検知条件 

	 NG ワードを検知する条件として,以下の４つの条件を決

定した. 

(1) 単純検知 
	 口コミの文中にNGワードの文字列が含まれていた場合,

この口コミを検知する.この検知方法は従来のシステムと

同様のものである. 

(2) 形態素ごとで検知 

	 口コミのレビューと NG ワードをそれぞれ形態素に分解

する.その後分解済みの口コミ文に,同じく分解済みの NG

ワードが同じ順番で含まれていたら,この口コミを検知す

る.これにより,前述の「いただきます」に含まれている「た

だ」など,関係ない別の単語に NGワードの文字列が含まれ

ている場合の誤検知に対応できると考察した. 

(3) 形態素の原形ごとで検知 
	 (2)で行った形態素への分解から,それぞれの形態素の原

形を導出する.その後(2)と同様に分解済み原形口コミ文か

ら分解済み原形 NG ワードを検知する.これにより「ただ」

などの,複数の異なる品詞と意味を併せ持つNGワードのう

ち片方だけを参照したい時に有効であると考察した. 

(4) 形態素と品詞の組み合わせで検知 

	 (2)で行った形態素への分解から,それぞれの形態素の品

詞を導く.その後分解済み口コミと分解済みNGワードが一

致,かつそれぞれの品詞も一致した時,この口コミを検知す

る.NG ワードのそれぞれの品詞については,ライブラリの

mecabを用いて行なった.しかし、「ただ」という単語につい

ては,同社から名詞としてのもののみ検知するよう要求が

あったため，修正している. 

2.2 感情分析  
	 本実験において,口コミの投稿者が意図的にNGワードを

用いる時に内容がポジティブな文で使用されることは少な

いと予想した.よって,文の内容がネガティブかつ NG ワー

ドが含まれている時のみに検知することによって,精度が

向上すると考えた. 

	 今回の実験では 3･1での 4つの条件に加え,それぞれネガ

ティブな文のみから判断したものの合計 8条件で実験を行

った.口コミ文の感情を判断する為に,一緒に入力された星

の数(0〜5 個、6 段階)で判断することにした.今回の実験で

は,星の数が 0〜3個のものをネガティブ,それ以外をポジテ

ィブとする. 

 

3. 結  果 

今回のプログラムでの検知結果と正解データが一致した確

率を表１に示す.この結果より,(1)〜(3)に関しては,すべて

 

表２	 検知結果 

 全ての口コミ ネガティブのみ 

(1)単純検知 0.897 0.952 

(2)形態素ごと 0.939 0.956 

(3)形態素の原形 0.915 0.952 

(4)形態素と品詞 0.961 0.956 

 

の口コミを対象とするよりネガティブな口コミのみ対象と

した方が精度は向上した.また(2)の形態素ごとの検知と,さ

らに原形に変換した(3)の確率では,(3)の方が確率は減少し

た. 

 

4. 考  察 

	 今回の NG ワードには「悪い」という単語が含まれてい

るが,文中に「悪くない」という部分が含まれている場合が

ある.テストデータを作成する際,このような文は投稿者の

意図に反するとしてNGワードなしと判断している.しかし,

（２）形態素ごとで検知の場合には「悪く」「ない」と分解

するので検知できないものの,（３）形態素の原形で検知す

る際には「悪い」「ない」と変換するため,「悪い」の部分で

検知してしまう.つまり,NG ワードが含まれている動詞や

形容詞が否定されている場合,正解とずれてしまう場合が

ある.今回の実験で（２）より（３）の確率が総じて落ちて

しまう原因はこれだと予想される.このような否定語の扱

い方に向上の余地があると考える. 

 

5. 結  言 

本研究で想定した４つの条件の内３つの条件について

は,ネガティブな口コミに絞って検知することで検知確率
が上昇した.また,すべての口コミの中から形態素と品詞の
組み合わせで検知する方法が最も確率の上昇が大きく,従
来の検知方法より 6.4%の上昇が確認された.これらは口コ
ミだけでなく,チャットやメールなどにも応用が可能だと
考えられる. 
将来の展望については,感情分析を SVMなどの分類器を

用いて行うことにより,口コミの「星」の数に依存せずに
より検知確率の向上を目指すことを考えている. 
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